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P2	 会長あいさつ／区長あいさつ
P3	 行事報告　新年会長会
P4-P5	 〈特集〉聞いてみました 会員増強の秘訣
P6	 特別寄稿　医学博士　櫻井　道雄
P7	 ボランティア表彰
P8-P9	 ボッチャをやってみよう！

P10-P11	 〈特集〉コロナ禍でも元気です！
P12-P13	 単位クラブ紹介「お隣さんいらっしゃい」
P14	 目黒区歴史探訪
P15	 文芸〈俳句・短歌・川柳〉
P16	 会員募集／編集後記

「
高
齢
者
よ
頑
張
ろ
う
！  

ニッ
ポ
ン
も
頑
張
ろ
う
！
」

特
別
寄
稿

特
集
聞
い
て
み
ま
し
た

聞
い
て
み
ま
し
た  

会
員
増
強

会
員
増
強
のの
秘
訣
秘
訣
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① 会員増強活動
② 生きがいを高める活動
③ 健康増進活動
④ 友愛活動
⑤ 研修ボランティア活動

クラブ活動　五本の柱



会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
目
黒
区
老
連
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
令
和
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
席
巻
さ
れ
た
一
年
で
し

た
が
、京
都
の
清
水
寺
が
発
表
し
た
、

春
分
の
候
、
目
黒
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
い
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
２

こ
の
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
一
文
字

は
「
金
」
で
し
た
。

そ
の
背
景
の
一
つ
は
、
59
年
振
り

に
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
無
観
客
な
ど

異
例
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
逆

境
を
乗
り
越
え
た
選
手
の
皆
さ
ん
の

大
活
躍
で
、
国
中
が
歓
喜
に
沸
き
、

史
上
最
多
数
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

年
が
経
過
し
、
未
だ
流
行
は
お
さ
ま
ら

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
感
染
拡
大

防
止
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

長
引
く
自
粛
生
活
に
よ
る
フ
レ
イ

ル
の
進
行
、
閉
じ
こ
も
り
に
よ
る
孤

ま
た
、
投
打
の
二
刀
流
で
ア
メ
リ

カ
ン
リ
ー
グ
の
年
間
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
満
票

で
輝
き
、
も
は
や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

の
顔
と
な
っ
た
「
大
谷
翔
平
選
手
」

お
よ
び
、
最
年
少
で
将
棋
８
大
タ
イ

ト
ル
の
う
ち
４
冠
（
現
在
５
冠
）
に

輝
い
た
「
藤
井
聡
太
８
段
」
の
お
二

人
が
掲
げ
た
「
金
字
塔
」
な
ど
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
世
に
、
一
筋
の
光
明
を

灯
し
て
く
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
こ

そ
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
一
堂
に

会
し
、
楽
し
く
和
や
か
に
活
動
で
き

る
日
常
が
訪
れ
る
こ
と
を
信
じ
、
皆

様
に
は
健
康
維
持
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

立
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
は
、
仲
間
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
各
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
友
愛
活
動
等
を
積
極
的
に
行
っ

た
結
果
、
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
か
ら
数
々
の
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
の
皆
様
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

目
黒
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

目
黒
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　　
高
橋
　
祐
一

高
橋
　
祐
一

目
黒
区
長

目
黒
区
長
　　
青
木
　
英
二

青
木
　
英
二

今
年
度
こ
そ

今
年
度
こ
そ

楽
し
く
和
や
か
に
活
動

楽
し
く
和
や
か
に
活
動

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
中
で
も

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
中
で
も

さ
ら
に
発
展
を

さ
ら
に
発
展
を

会長あいさつ区長あいさつ
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１
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
よ
り
令
和
４
年
新
年
の
会
長
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
、

目
黒
区
高
齢
福
祉
課
佐
藤
課
長
、

生
き
が
い
支
援
係
熊
澤
係
長
な
ど

が
参
加
し
、
本
年
の
前
進
に
向
け

新
た
な
出
発
と
な
る
会
で
し
た
。

初
め
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
区
老
連
高
橋
会
長
は
日
頃

の
区
老
連
の
活
動
に
理
解
と
協
力

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
謝
辞
を
述

べ
、
本
年
の
活
動
指
針
を
次
の
と

お
り
４
つ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

①
全
国
三
大
運
動
（
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
）
の
推
進
②
会
員
増
強

運
動
の
推
進
③
生
活
と
地
域
を
豊

か
に
す
る
活
動
に
取
り
組
む
④
区

老
連
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
に
機
関
紙

「
竹
の
子
」
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
・
活
用
促
進

そ
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域

社
会
に
お
い
て
さ
ら
な
る
存
在
感

を
増
す
よ
う
努
力
を
続
け
た
い
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
高
齢
福
祉
課
の
佐
藤
課

長
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
急
拡
大
に
伴
い
、
感
染
防
止
の

た
め
カ
ラ
オ
ケ
活
動
の
一
時
休
止

の
発
表
が
あ
り
、
区
と
し
て
も
無

事
故
で
活
動
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
手
を
尽
く
し
て
い
く
旨
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

次
に
各
議
題
の
審
議
に
入
り
、

４
つ
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

①
期
末
ま
で
の
事
業
日
程
②「
竹

の
子
」
１
２
５
号
発
行
に
つ
い
て

③
研
修
旅
行
に
つ
い
て
④
助
成
金

事
務
説
明
に
つ
い
て　

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
か
ら
説
明
が

あ
り
、
参
加
者
全
員
か
ら
賛
同
が

あ
り
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

各
ク
ラ
ブ
会
長
は
コ
ロ
ナ
禍
で
制

約
が
多
い
中
、
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

高橋会長からのあいさつ高橋会長からのあいさつ

各議案を審議しました各議案を審議しました

行事報告

新
年
度
に
向
け
全
会
で
出
発

新
年
会
長
会
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　今年度も終わりに近づきました。またコロナ感
染が急拡大しています。昨年桜が終わる頃に世
田谷公園へ初めての歩こう会を実施しました。緑
道の風を感じながら仲間とともに歩く喜びを感じ
られると好評でした。
２度目の歩こう会は駒繋神社とその近くにあ
る世田谷観音に参拝、一日も早くコロナが収ま
るように祈願してきました。班長は一人暮らしの

人または病を持っていて自粛している人に電話
して安否確認をします。また留守の人はお訪ね
したりその様子を役員会に話したりしています。

歩こう会を初めて実施
きらく会　古頭六二子

　新たな脅威として南アフリカに端を発したオ
ミクロン株は、わが国でも12月２日現在２例が
確認された後、東京だけでなく全国で感染者数
は驚異的に増加。止まるところを知りません。
　友楽会も２年程新規会員の加入がゼロだった
状態から、昨年11月８日の再開により「ウクレレ」
「囲碁」等に12名の方が入会され活発な活動を
行っており、再度緊急事態宣言による活動停止
を危惧しております。地道な活動が会員増強に。

地道な活動が結実
友楽会　会長　勝見　周吉

マスク姿で
ウクレレ

演奏

歩こう会に
参加された

皆さん

謡曲も
皆で練習
します

　全国で老人クラブの会員が減少している中でも、見事10名以上会員増　全国で老人クラブの会員が減少している中でも、見事10名以上会員増
を達成したクラブをご紹介します。ぜひ紹介クラブに続き、区老連全体でを達成したクラブをご紹介します。ぜひ紹介クラブに続き、区老連全体で
会員増強運動に力を入れていきましょう。会員増強運動に力を入れていきましょう。

会員増強会員増強のの秘訣秘訣
聞いてみました特

集

特　集
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　コロナ禍でしばらくの間活動が休止されてい
ましたが、昨年条件付きながら活動が再開さ
れ、皆さん嬉々として集ってこられました。「歩
こう会」では、いこいの家に近い駒沢公園でし
たが45名の方が参加。久しぶりの活動と仲間
との再会で本当に楽しそうでした。その後会員
同士が声を掛け合い、参加の輪が広がりました。
　同時に「スマホ体験教室」「手話」「ボッチャ」
など新サークルが立ち上がり、活気が増し、声
掛けが非会員の方にも広がり新規の会員増につ
ながりました。近隣のクリニックの先生や住区
会長の紹介等もあり、10名を超える新会員の

誕生となりました。活動が楽しければ自然と外
への声掛けが広がり、会員増に繋がることを実
感しています。

声掛け増で会員も増
東根会　会長　山口　武志

　サークル活動以外に、誰でも気軽に参加でき
る場を工夫しました。昨年度の “秋まつり”が
コロナ禍で展示部門だけになったところ、か
えってゆっくり観賞できると好評でした。そこ
で、今年度はさらに展示内容の充実を図って大
いに宣伝した結果、通りがかりの方を含め80
名近い方の参加がありました。
　また秋の歩こう会も、足弱向けと健脚向けの
企画を１週間おき２連チャンで実施したところ、
両方参加を含め延べ65名の参加がありました。

誰でも参加できる場の工夫
美波会　副会長　油谷　敬一

歩こう会で
林試の森
公園へ

第８回
秋まつり
展示会場

歩こう会で

久しぶりの

再会に

特　集
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の
う
ち
一
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
高
齢
者
の

ウ
ツ
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、「
何

言
っ
て
ん
だ
」
が
ウ
ツ
病
の
予
防
に
役
立

つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
①
楽
し
み
が
な

く
な
り
毎
日
の
生
活
が
つ
ま
ら
な
く
退
屈

で
す
…
何
言
っ
て
ん
だ
「
振
り
返
っ
て
も

楽
し
い
こ
と
は
２
～
３
回
だ
、
そ
れ
で
も

人
生
歩
ん
で
き
た
、
あ
と
は
お
ま
け
で
ケ

セ
ラ
セ
ラ
！
」
②
自
分
は
不
幸
で
無
力
で

周
り
の
人
が
羨
ま
し
い
…
何
言
っ
て
ん
だ

「
隣
の
芝
生
は
青
い
、
生
き
て
る
こ
と
自

体
が
も
う
け
も
の
、
自
分
を
褒
め
な
き
ゃ

誰
が
褒
め
る
、
み
ん
な
平
等
人
生
一
度
っ

き
り
！
」③
将
来
が
不
安
で
希
望
が
な
い
、

生
き
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
…
何
言
っ
て

ん
だ
「
将
来
な
ん
て
誰
も
分
か
ら
な
い
、

今
を
楽
し
め
ケ
セ
ラ
セ
ラ
、
時
代
劇
を
観

て
想
像
し
て
ご
ら
ん
、
あ
の
人
た
ち
は
誰

も
い
な
い
！
」
④
つ
ら
い
身
体
症
状
が
続

い
て
い
る
の
に
、
ど
の
医
者
へ
行
っ
て
も

異
常
が
な
い
と
い
う
…
何
言
っ
て
ん
だ

「
こ
の
歳
ま
で
良
く
頑
張
っ
た
こ
の
身
体
、

ガ
タ
が
来
る
の
は
当
た
り
前
、
一
病
息
災

み
ん
な
病
気
持
ち
、
医
者
も
い
つ
か
は
病

気
持
ち
！
」、
こ
れ
で
い
い
の
だ
！　

若

者
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
、
あ
の
「
意
地

悪
ば
あ
さ
ん
」
に
な
ろ
う
！　
「
何
言
っ

て
ん
だ
」
を
自
分
で
も
考
え
よ
う
！

雇
用
形
態
の
混
乱
に
よ
る
職
場
環
境
の

悪
化
、
格
差
の
拡
大
、
人
と
の
つ
な
が
り

が
薄
れ
た
世
代
間
を
超
え
た
社
会
的
孤

立
、
追
い
打
ち
を
か
け
た
コ
ロ
ナ
騒
動
、

い
ま
日
本
中
の
心
が
痛
ん
で
い
ま
す
。
日

本
が
ウ
ツ
病
に
な
ら
な
い
よ
う
、
み
ん
な

で
声
を
か
け
合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て
、

元
気
に
な
ろ
う
ニ
ッ
ポ
ン
！

ウ
ツ
病
の
患
者
さ
ん
は
20
年
間
で
３
倍

に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
が

高
齢
化
で
す
。
高
齢
者
は
社
会
か
ら
の
孤

立
感
を
味
わ
い
、
身
体
機
能
の
低
下
か
ら

自
信
を
失
い
、
親
し
い
人
の
別
離
死
別
か

ら
喪
失
感
を
味
わ
い
、
家
族
へ
の
負
担
か

ら
自
責
感
を
感
じ
、
多
く
の
高
齢
者
が
一

度
は
ウ
ツ
状
態
に
陥
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら

抜
け
出
せ
な
い
と
ウ
ツ
病
へ
と
進
行
し
ま

す
。
高
齢
者
の
ウ
ツ
病
は
若
年
者
と
異
な

り
「
憂
う
つ
気
分
」
が
前
面
に
出
ず
、
身

体
症
状
（
頭
痛
、
め
ま
い
、
息
切
れ
、
そ

の
他
）
を
訴
え
内
科
を
受
診
し
ま
す
。
受

診
し
た
高
齢
者
の
25
％
し
か
ウ
ツ
病
と
診

断
さ
れ
ま
せ
ん
。
放
置
さ
れ
た
高
齢
者
の

ウ
ツ
病
は
慢
性
化
し
や
す
く
進
行
し
認
知

症
と
の
鑑
別
も
困
難
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
ウ
ツ
病
は
早
期
に
見
つ
け
治

療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
①
～
④

◆
ウ
ツ
病
予
防
は

　
「
何
言
っ
て
ん
だ
」
で

 

筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

 

櫻
井  

道
雄
（
さ
く
ら
い
み
ち
お
）

医
学
博
士　

日
本
老
年
医
学
会
指
導
医

武
蔵
野
美
術
大
学
産
業
医

全
国
土
木
建
築
国
民
健
康
保
険
組
合
産
業
医

町
田
市
役
所
産
業
医

１
９
７
３
年
東
京
医
科
大
学
卒
業

前
厚
生
中
央
病
院
院
長

前
目
黒
区
在
宅
療
養
推
進
協
議
会
会
長

前
目
黒
区
教
育
委
員

特別寄稿

　
医
学
博
士
　
櫻
井
　
道
雄

高
齢
者
よ
頑
張
ろ
う
！

ニッ
ポ
ン
も
頑
張
ろ
う
！
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令
和
３
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表

彰
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
授

賞
式
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

誌
上
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今
回
は

各
ク
ラ
ブ
の
役
員
等
と
し
て
会
の

運
営
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
17
名
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
貝
塚
会　

黒
木　

勝
子

ク
ラ
ブ
へ
来
ら
れ
な
く
な
っ
た

人
へ
の
安
否
確
認
や
健
康
増
進

運
動
、
新
規
の
会
員
入
会
に
積

極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
和
楽
会　

志
水　

範
江

会
員
増
強
運
動
で
会
の
中
心
と

し
て
活
動
。
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
友
愛
活
動
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
き
ら
く
会　

上
杉　

道
代

長
年
に
わ
た
り
会
員
へ
の
ク
ラ
ブ

活
動
参
加
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
る
。
保
育
園
や
小
学
校
へ
毎

月
雑
巾
を
届
け
て
い
る
。

表
彰
さ
れ
た
方
と
事
由

・
目
黒
長
寿
会　

渡
沢　

敏
子

ク
ラ
ブ
会
員
に
予
定
表
や
お
知

ら
せ
を
配
布
し
、
同
時
に
安
否

確
認
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に

活
動
し
て
い
る
。

・
油
面
と
き
わ
会　

野
坂　

幸
子

長
年
、
公
園
の
清
掃
を
定
期
的

か
つ
継
続
的
に
行
い
地
域
に
貢

献
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
員
の
生
き
が

い
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
る
。

・
明
楽
会　

治
田
千
恵
子

長
年
に
わ
た
り
ク
ラ
ブ
員
の
生

き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
友
愛
訪
問
や
公
共
施

設
の
清
掃
も
行
っ
て
い
る
。

・
宿
山
亀
寿
会　

堀
井　

良
子

20
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
道

路
等
の
清
掃
を
定
期
的
に
行
い

地
域
の
模
範
と
な
り
、
ク
ラ
ブ

に
貢
献
し
て
い
る
。

・
駒
場
寿
会　

眞
金　

安
子

華
道
や
手
編
み
サ
ー
ク
ル
の
指

導
者
と
し
て
活
動
の
活
性
化
に

尽
力
。
ま
た
、
地
域
の
社
会
福
祉

施
設
訪
問
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
鷹
番
西
三
宝
会　

伊
藤　
　

稔

長
期
間
、
パ
ソ
コ
ン
部
長
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
導
入
や
ク

ラ
ブ
員
の
程
度
に
合
わ
せ
た
分

か
り
や
す
い
指
導
が
好
評
。

・
ば
ら
の
会　

小
林　

智
子

ク
ラ
ブ
活
動
に
来
ら
れ
な
く
な
っ

た
会
員
宅
を
訪
問
し
て
安
否
確
認

や
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
友
愛
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

・
洗
足
高
砂
会　

松
本
の
り
子

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
長
い

間
、
洗
濯
物
畳
み
を
率
先
し
て
行

う
ほ
か
、
地
域
神
社
の
参
道
清
掃

に
協
力
し
地
域
美
化
に
貢
献
。

・
碑
一
福
寿
会　

山
下
キ
ヨ
ミ

若
々
し
い
力
で
多
く
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
積
極
的
に
協
力
し
、
会
員
の

皆
様
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

・
清
水
不
老
会　

磯
部
キ
ク
エ

踊
り
の
会
講
師
と
し
て
ク
ラ
ブ

員
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
尽
力
。

公
園
の
清
掃
、
切
手
回
収
な
ど
地

域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
南
む
つ
み
会　

矢
澤　
　

進

地
域
の
諸
行
事
で
実
行
委
員
と

し
て
活
躍
し
、
歩
道
等
の
清
掃

も
行
っ
て
い
る
他
、
ク
ラ
ブ
員
の

生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
。

・
原
町
さ
く
ら
会　

田
中
八
重
子

積
極
的
に
ク
ラ
ブ
活
動
を
展
開

し
、
会
話
の
中
で
会
員
の
激
励
に

取
り
組
み
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

力
を
注
い
で
い
る
。

・
東
根
会　

中
居　

静
子

地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
ク
ラ
ブ

を
つ
な
ぎ
、
医
師
の
紹
介
で
多
く

の
新
規
会
員
を
誕
生
さ
せ
て
い

る
な
ど
、
会
員
増
強
に
尽
力
。

・
み
ど
り
会　

重
金　

徳
子

長
き
に
わ
た
り
健
康
麻
雀
の
会

員
と
の
連
絡
や
講
師
助
手
と
し

て
活
躍
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
活

性
化
し
て
い
る
。

表　彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

　
　
　
　
1717
名
の
功
績
を
讃
え
る

名
の
功
績
を
讃
え
る
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 南むつみ会

 東根会 

　東京パラリンピックで日本選手団の活躍
もあり一層脚光を浴び、老若を問わず誰に
でも気軽にできるスポーツとして健常者に
も広く普及しつつあります。
　ボッチャとはイタリア語でボールを意味
し、競技はヨーロッパでパラスポーツとし
て発祥したと言われています。ルールはペ
タンクと似ていますが、投げる球は表面が
柔らかく直径8.6センチ前後、重さ約275

グラムと小さくて軽く、使用面積も50平米
あれば十分プレー可能です。ルールも優し
く高齢者にも向いている競技であると各地
の老人クラブでも人気を博しています。
　目黒区老連でも既に写真の６クラブの皆
さんが、室内でできる上に体力の差があっ
ても競技にはそれほど影響がないので楽し
く活動されています。その様子を誌面でご
紹介します。

いま熱いニュースポーツ

をやってみよう！ボッチャボッチャ

 貝塚会 
 南鈴広会 

 駒場寿会 

 中根会 

トピックス
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参考：かんたん！ボッチャガイド（公益財団法人　日本パラスポーツ協会発行）
https://www.parasports.or.jp/about/referenceroom_data/competition-guide_10.pdf

★
的
の
位
置
を
自
由
に
決
め
ら
れ
る

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
カ
ー
リ
ン
グ
に
似
て
い
ま
す

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
カ
ー
リ
ン
グ
に
似
て
い
ま
す

が
、
そ
の
最
大
の
違
い
は
的
の
位
置
を
選
手

が
、
そ
の
最
大
の
違
い
は
的
の
位
置
を
選
手

が
決
め
ら
れ
る
こ
と
。
最
初
に
投
げ
る

が
決
め
ら
れ
る
こ
と
。
最
初
に
投
げ
る

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
の
位
置
を
ど
こ
に
す
る
か

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
の
位
置
を
ど
こ
に
す
る
か

が
ま
ず
重
要
な
駆
け
引
き
で
す
。
例
え
ば
、

が
ま
ず
重
要
な
駆
け
引
き
で
す
。
例
え
ば
、

「
相
手
が
長
距
離
の
投
球
が
苦
手
な
ら
遠
い

「
相
手
が
長
距
離
の
投
球
が
苦
手
な
ら
遠
い

位
置
に
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
」
や
、

位
置
に
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
」
や
、

「
あ
く
ま
で
自
分
の
得
意
な
近
距
離
で
勝
負

「
あ
く
ま
で
自
分
の
得
意
な
近
距
離
で
勝
負

す
る
」
な
ど
、
何
を
主
眼
に
置
く
か
で
戦
い

す
る
」
な
ど
、
何
を
主
眼
に
置
く
か
で
戦
い

方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
試
合
の
途
中
で
も
、
自
分
の
ボ
ー
ル

　

ま
た
試
合
の
途
中
で
も
、
自
分
の
ボ
ー
ル

を
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
的

を
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
に
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
的

の
位
置
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ー

の
位
置
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ー

ト
の
外
に
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
は
じ
き
出
す

ト
の
外
に
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
は
じ
き
出
す

と
コ
ー
ト
の
中
心
に
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
が
戻

と
コ
ー
ト
の
中
心
に
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
が
戻

さ
れ
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
利
な
状

さ
れ
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
利
な
状

況
を
打
破
す
る
手
段
に
も
な
り
ま
す
。

況
を
打
破
す
る
手
段
に
も
な
り
ま
す
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
「
頭
脳
戦
」
と
言
わ
れ
、
さ

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
「
頭
脳
戦
」
と
言
わ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
戦
術
を
駆
使
し
て
戦
う
競
技
で

ま
ざ
ま
な
戦
術
を
駆
使
し
て
戦
う
競
技
で

す
。
観
戦
す
る
際
の
楽
し
み
方
や
着
眼
点
を

す
。
観
戦
す
る
際
の
楽
し
み
方
や
着
眼
点
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
試
合
中
は
選
手
の
狙
い
が

ご
紹
介
し
ま
す
。
試
合
中
は
選
手
の
狙
い
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
て
も
面
白
い

ど
こ
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
て
も
面
白
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
頭
脳
戦
⁉

トピックス

使用する道具

①�赤色ボール６個、�①�赤色ボール６個、�
青色ボール６個青色ボール６個
②ジャックボール�②ジャックボール�
　１個　（白色）　１個　（白色）

ゲームの流れ（個人戦・ペア戦・チーム戦があります）

①先攻（赤）、後攻（青）を決める①先攻（赤）、後攻（青）を決める
②先攻（赤）がジャックボール（目標球）をコートに入れる②先攻（赤）がジャックボール（目標球）をコートに入れる
③�ジャックボールを投げたチームの選手（赤）が続けてボールを投げ③�ジャックボールを投げたチームの選手（赤）が続けてボールを投げ
入れる入れる
④相手側（青）がボールを投げる④相手側（青）がボールを投げる
⑤�それ以降は、ジャックボールから見て遠い距離にある側の人がボー⑤�それ以降は、ジャックボールから見て遠い距離にある側の人がボー
ルを投げ入れるルを投げ入れる
⑥�すべて投げ終えた時点で、ジャックボールに一番近づけた人の勝利⑥�すべて投げ終えた時点で、ジャックボールに一番近づけた人の勝利
⑦�①～⑥の流れを６エンド繰り返し（①～⑥の流れを１エンドとしま⑦�①～⑥の流れを６エンド繰り返し（①～⑥の流れを１エンドとしま
す）、より多く点を取ったチームが勝利す）、より多く点を取ったチームが勝利

ボッチャの基本ルールと使用する道具ボッチャの基本ルールと使用する道具

　ジャックボール（目標球）と呼ばれる白い　ジャックボール（目標球）と呼ばれる白い
ボールに、赤・青のそれぞれ6球ずつのボーボールに、赤・青のそれぞれ6球ずつのボー
ルをいかに近づけるかを競うスポーツです。ルをいかに近づけるかを競うスポーツです。
　カーリングのように、相手のボールを弾い　カーリングのように、相手のボールを弾い
たりして、自分が優位に立てるよう位置取りたりして、自分が優位に立てるよう位置取り
をしていきますが、的も弾いて移動させるこをしていきますが、的も弾いて移動させるこ
とができるため、カーリングとは一味違う戦とができるため、カーリングとは一味違う戦
略、魅力がある競技です。略、魅力がある競技です。

ボ ッ チ ャ とは？………

この場合、ジャックボールに一番近い玉は青なので、
青チームの勝利。（青 2 対赤 0）

ジャックボール 赤チーム 青チーム

味方チームのボー
ルが相手チームの
一番近いボールよ
りも、いくつジャッ
クボールに近いか
を数える。
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　新型コロナウイルス感染拡大防止のための
制限がある中で、思い切ってボッチャ部を設
立し新入会員募集増強に繋げることができま
した。まず用具の購入をし、各サークルを回っ
てボールに触れてもらい投球もしてもらいま
した。それによってパラリンピックのボッチャ
との違いを理解してもらえました。また参考
映像を見ながら皆でルールの勉強をしまし
た。ボッチャの利点は用具がコンパクトゆえ
設置・片付けがとても楽なことです。そのた
め老人向け競技として最適と感じております。

思い切りが大成功
鷹番西三宝会　会長　宮内　松子

コロナ禍で事業や活動場所が制限され、息苦しい日々が続いています。コロナ禍で事業や活動場所が制限され、息苦しい日々が続いています。
そんな中でも東京都老人クラブ大会で見事受賞された３クラブをご紹介そんな中でも東京都老人クラブ大会で見事受賞された３クラブをご紹介
します。感染対策を講じながら会員増強も達成したクラブの活動風景、します。感染対策を講じながら会員増強も達成したクラブの活動風景、
ぜひ参考にしてみてください！ぜひ参考にしてみてください！

気軽に楽しくプレー

特　集

でも元気です！
コロナ禍

 私のクラブの活動紹介

特
集
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コロナ禍において、全てのサークル活動が自
粛を余儀なくされた期間中は、地区担当役員に
おいてそれぞれの会員の皆様の安否確認を兼
ね、電話連絡などを実施するとともに、会報誌
「竹の子」および高齢者センター提供の「ワー
クブック」などを持参の上、訪問。会員の皆様
との交流を図ってまいりました。
用具を共用しないサークル活動が可能となった段階においては、手ぬぐい体操などを組み入
れた「いきいき体操」や「書道」「華道」「日常英会話」などを実施。現在でも誕生会など多く
の皆様が一堂に会することが不可能なため、今後ともDVDによる映画会などで会員の皆様と
の交流を深めてまいります。

少人数でも交流継続
駒場寿会　高橋　祐一

距離を取って映画観賞

コロナ禍で新設した活動に「歌謡曲を聞く会」「ウクレレ弾きませんか」が
あります。「歌謡曲…」は歌わないで曲を聞いて覚えたり懐かしく聞くのです
が、意外と参加者が多く、これは活動が自粛されたなか顔を合わせるだけで
も外出に繋がったようです。「ウクレレ…」はめぐろ区報に活動を掲載してい
ただいて一気に５名の新会員が増えました。初めての方が多いのですが、簡
単に楽しめる楽器です。今は「バラが咲いた」「ハッピーバースデー」「埴生の宿」
「知床旅情」などを練習中です。両方とも活動を停止させたくない思いから生
まれたもので、活動のメニューが増えることになりました。

「停止させたくない」思い  新活動生む
長寿会　徳永　　徹

特　集
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長
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
引
き
籠
り

を
解
消
す
る
た
め
ボ
ッ
チ
ャ
・
歩
こ

う
会
・
手
ぬ
ぐ
い
体
操
と
若
返
り

リ
ト
ミ
ッ
ク
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
・
お
ど

ろ
う
会
・
手
芸
・
け
ん
玉
を
増
や
し

ま
し
た
。
特
に
注
目
は
ボ
ッ
チ
ャ
・

手
ぬ
ぐ
い
体
操
・
若
返
り
リ
ト
ミ
ッ

ク
・
歩
こ
う
会
で
す
。
少
し
で
も
体

を
動
か
し
、
季
節
の
草
花
に
触
れ
、

都
会
の
オ
ア
シ
ス
を
満
喫
す
る
の

も
い
い
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
に
消
毒
と
マ
ス
ク
・
手
袋
は
少
し

大
変
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
早
く
収
束

し
て
も
っ
と
も
っ
と
お
話
し
が
で

き
、
大
き
な
声
で
笑
え
る
日
が
く

る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
美
味
し
い

お
茶
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動

拠
点
で
あ
り
ま
す

「
駒
場
」
地
区
は
、

区
の
最
北
部
に
位

置
し
、
西
は
世
田

谷
区
、
東
は
渋
谷
区
に
隣
接
。
東
京

大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ

め
、
高
校
が
数
校
点
在
、
ま
た
、
駒

場
公
園
、
駒
場
野
公
園
な
ど
、
緑
ゆ

た
か
な
素
晴
ら
し
い
住
環
境
の

下
、
こ
の
地
に
お
け
る
高
齢
者
の

方
々
の
生
き
が
い
づ
く
り
健
康
づ

く
り
に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
12
月
に
は
創
立
46
周
年
を

迎
え
、
現
在
１
３
０
名
ほ
ど
の
会
員

の
皆
様
が
日
々
和
や
か
に
「
輪
投

げ
」「
健
康
麻
雀
」「
手
の
ひ
ら
バ

レ
ー
」「
お
絵
描
き
」「
書
道
」
な
ど
、

17
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
勤
し
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

　

東
山
会
は
少
人
数
の
う
え
、
あ

ま
り
活
動
的
で
な
く
、
カ
ラ
オ
ケ

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
み
で

す
。
最
近
、
麻
雀
を
や
り
た
い
と

の
希
望
者
が
出
ま
し
た
が
、
人
数

不
足
と
設
備
も
な
い
の
が
現
況
の

状
態
で
す
。

カラオケは皆の楽しみですカラオケは皆の楽しみです

映像に合わせ手を動かします映像に合わせ手を動かします

気軽にできる健康づくり気軽にできる健康づくり

会
員
増
を
願
っ
て

会
員
増
を
願
っ
て

東
山
会

中
川　

昇

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

に
尽
力

に
尽
力

駒
場
寿
会

高
橋　

祐
一

新
た
な
活
動
増
や
し

新
た
な
活
動
増
や
し

楽
し
み
も
倍
増

楽
し
み
も
倍
増

中
根
会

坂
川　

玲
子

あ
な
た
の
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介

おお

ささんん

隣

いい
らら
っっ
　　
ゃゃ
いい
しし

単位クラブ紹介
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宮
前
会
は
発
足
後
ほ
ぼ
50
年
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
健
康

麻
雀
は
元
会
長
の
肝
入
り
で
、
比

較
的
新
し
く
始
ま
り
ま
し
た
。
大

変
人
気
が
あ
り
毎
回
20
人
弱
の
会

員
が
集
ま
り
ま
す
。
会
長
は
建
築

現
場
で
端
材
を
集
め
て
麻
雀
卓
を

４
卓
も
作
製
し
て
便
宜
を
図
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
初
心
者
を
優
先
し

て
、
ベ
テ
ラ
ン
は
点
数
計
算
や
質

問
に
答
え
る
側
に
ま
わ
り
、
皆
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ
て
の
活
動
が

休
止
に
追
い
込
ま
れ
た
時
も
、
再

開
の
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
の

は
健
康
麻
雀

で
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
今

回
、
最
も
人

気
が
あ
る
こ

と
が
実
証
さ

れ
ま
し
た
。

　

自
粛
し
て

い
る
サ
ー
ク

ル
の
代
わ
り

に
、
高
齢
者

に
関
わ
る
団

体
が
行
っ
て

い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
を

受
講
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に

受
講
し
て
ほ
し
い
、
と
思
い
同
じ

「
い
こ
い
の
家
」
の
か
ら
す
も
り

泉
会
に
声
を
掛
け
両
会
の
「
合
同

活
動
」と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
５
種

の
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
く

の
特
養
ホ
ー
ム
が
移
乗
介
助
、
オ

ム
ツ
交
換
、
栄
養
、
食
事
介
助
な
ど

の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
開
講
し
た

際
に
は
多
く
の
夫
婦
連
れ
が
参
加
。

　

こ
れ
ら
各
種
講
座
で
空
い
た
時

間
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
講
座
開
設

団
体
と
職
員
方
々
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

サ
レ
ジ
オ
教
会
に
近
い
碑
住
区

セ
ン
タ
ー
内
の
老
人
い
こ
い
の
家

で
、
部
活
動
を
会
員
の
皆
様
と
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
の
た
め
２
年
間
は
お
休
み

す
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
昨
年
10

月
18
日
か
ら
は
感
染
対
策
を
守

り
、
輪
投
げ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
２
組
に
分
け
て
練
習
し
て
い

た
カ
ラ
オ
ケ
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感

染
拡
大
の
た
め
中
止
で
す
。
コ
ロ

ナ
前
ま
で
は
バ
ス
や
電
車
を
乗
り

継
い
で
、
歩
こ
う
会
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
飲
食
不
可
の
た
め
初

め
て
地
元
の
碑
文
谷
八
幡
宮
と
円

融
寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
恵
ま
れ
て
、
コ
ロ
ナ

収
束
と
会

員
の
皆
様

が
１
年
元

気
で
過
ご

せ
ま
す
よ

う
お
詣
り

し
ま
し
た
。

参拝後にみんなでパチリ参拝後にみんなでパチリ

いつでも仲間と和気あいあいいつでも仲間と和気あいあい

オンラインで講座を受講オンラインで講座を受講

単位クラブ紹介

コ
ロ
ナ
の
収
束
願
い
参
拝

コ
ロ
ナ
の
収
束
願
い
参
拝

碑
一
福
寿
会宮

田　

和
子

積
極
的
に
学
び
と

積
極
的
に
学
び
と

会
員
増
強
を

会
員
増
強
を

宿
山
亀
寿
会山

﨑　

正
勝

健
康
麻
雀
は
楽
し
か
ら
ず
や

健
康
麻
雀
は
楽
し
か
ら
ず
や

宮
前
会

山
本　

敬
勝
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◆
ど
う
し
て
目
黒
区
に
本
邸
が
？

　
目
黒
区
民
の
誇
り
だ
！

加
賀
藩
主
で
前
田
家
16
代
当
主

利と
し

為な
り

侯
爵
が
建
て
た
洋
館
・
和
館

の
旧
前
田
家
の
本
邸
が
ど
う
し
て

目
黒
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
江

戸
時
代
、
本
郷
に
10
万
坪
の
本
邸

が
あ
り
ま
し
た
が
明
治
政
府
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
東
京
大
学
と
な
り

ま
し
た
。
返
さ
れ
た
一
画
が
前
田

家
本
邸
で
す
。

関
東
大
震
災
の
後
、
東
京
大
学

か
ら
提
案
を
受
け
駒
場
農
学
校

（
後
の
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
）

と
交
換
し
、
本
邸
が
目
黒
に
移
っ

て
い
ま
す
。

戦
後
は
米
軍
が
接
収
し
て
、
中

島
飛
行
機
の
中
島
家
に
売
却
。
国

が
買
い
戻
し
、
そ
の
後
東
京
都
の

も
の
と
な
り
目
黒
区
に
移
管
と

な
っ
て
区
内
で
一
番
大
き
な
公
園

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
本
邸
全
体

が
国
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
築
90
余
年 

洋
館
は
当
時
の
ま
ま

ま
ず
は
住
居
用
の
洋
館
か
ら
、

正
門
を
入
っ
て
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を

進
む
と
巨
木
の
樹
林
が
天
を
仰
い

で
い
て
感
激
。
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式

の
洋
館
が
目
に
入
り
ま
す
。
尖

が
っ
た
屋
根
も
あ
る
立
派
な
建
築

物
で
す
。
外
観
を
ゆ
っ
く
り
と
見

渡
し
て
か
ら
中
に
、
案
内
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
無
料
で
し
て
く

れ
ま
す
。

玄
関
に
入
る
と
広
い
ロ
ビ
ー
と

豪
華
な
階
段
に
目
を
見
張
り
ま

す
。
建
具
は
貴
重
な
木
材
や
ら
石

材
が
使
わ
れ
て
い
て
、
大
食
堂
の

大
理
石
の
棚
に
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

の
化
石
が
見
え
、
マ
ン
ト
ル
ピ
ー

ス
の
背
面
に
は
金
唐
紙
の
壁
紙
が

残
っ
て
い
ま
す
。
会
議
室
の
床
に

は
市
松
模
様
の
ケ
ヤ
キ
板
が
用
い

ら
れ
、
寝
室
に
は
実
際
に
使
っ
て

い
た
英
国
製
の
ベ
ッ
ト
が
、
書
斎

に
は
利
為
の
デ
ス
ク
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
作
り
全
体
が
絢
爛
豪

華
で
、
見
学
す
る
に
充
分
価
値
が

あ
り
ま
す
。

築
90
余
年
で
す
が
経
年
劣
化
を

あ
ま
り
感
じ
な
い
の
は
、
住
居
者
が

代
わ
っ
て
も
価
値
を
認
め
周
到
な

管
理
を
し
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

◆
和
館
も
見
事

海
外
の
賓
客
向
け
迎
賓
館
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
和
館
は
、
近
代

和
風
建
築
で
書
院
造
り
の
広
間
に

隣
接
し
て
茶
室
が
あ
り
、
橋
本
雅

邦
の
杉
戸
絵
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

庭
園
は
こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
め

て
あ
っ
て
見
事
で
あ
り
、
京
都
奈

良
の
名
園
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

加
賀
百
万
石
の

　

旧
前
田
家
本
邸

宿
山
亀
寿
会　

浅
田　

昭
司

豪華絢爛な洋館前での１枚

有
志
で
駒
場
公
園
内
の
由
緒
あ
る

旧
前
田
家
本
邸
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。そ
の
時
の
記
録
を
誌
面
で
掲
載
。

歴史探訪

目
黒
区
歴
史
探
訪

　
 　

 

ま
ち
の
記
憶
を
誌
面
で
辿
る

第125号 14目黒区老人クラブ連合会　竹の子

私たちは目黒区老人クラブ連合会を応援しています



子
供
た
ち
手
の
ひ
ら
赤
く
雪
だ
る
ま

	

中
根
会�

堀
江
萬
千
代

木
枯
ら
し
に
母
の
手
を
ひ
く
五い
そ
せ
が
れ

十
倅

	

長
生
会�
田
中
　
玉
代

春
の
星
明
日
再
開
の
歩
こ
う
会

	

か
ら
す
も
り
泉
会�

宮
崎
　
弘
子

	

口
ず
さ
む
昭
和
の
歌
や
餅
焙
る

	

長
寿
会�

西
田
　
泰
子

	

て
の
ひ
ら
の
春
日
で
頰
を
包
み
け
り

	

和
楽
会�

松
本
　
文
子

雲
上
で
む
か
え
る
初
日
心
澄
む

	

月
光
長
寿
会�

山
本
　
亨
次

朝
陽
さ
す
窓
辺
で
背
伸
び
元
気
湧
く

	

碑
幸
寿
会�

橋
本
シ
ズ
エ

煩
悩
を
浄
め
る
鐘
や
年
迎
ふ

	

油
面
と
き
わ
会�

梅
沢
　
玲
子

滝
凍
る
我
を
忘
れ
る
静
け
さ
よ

	

友
楽
会�

伊
藤
維
左
生

白
梅
を
借
景
に
し
て
節
分
茶

	

貝
塚
会�

近
藤
　
芳
江

華
や
ぎ
て
山
茶
花
の
朱
の
散
り
敷
け
る

	

宿
山
亀
寿
会�

藤
野
　
恭
子

コ
ロ
ナ
禍
に
白
菜
漬
け
り
ひ
さ
か
た
に

	

み
ど
り
会�

早
猛
百
々
子

冬
ざ
れ
や
ロ
ウ
バ
イ
の
花
色
を
添
え

	

南
鈴
広
会�

吉
田
冨
美
子

見
下
ろ
す
も
見
上
ぐ
も
紅
葉
峠
茶
屋

	

向
原
喜
楽
会�

笹
島
美
和
子

	

コ
ロ
ナ
禍
の
輪
投
げ
体
操
心
意
気

	

洗
足
高
砂
会�

松
本
の
り
子

初
春
を
互
い
に
信
じ
八
十
年

	

碑
一
福
寿
会�

宮
田
　
高
子

匠
わ
ざ
庭
木
と
と
の
い
春は
る
な
ら
い

北
風

	
鷹
番
西
三
宝
会�

鈴
木
　
順
江

賽
銭
の
音
を
響
か
せ
初
詣

	

き
ら
く
会�

並
木
　
桂
子

年
の
瀬
や
砥
石
の
減
り
の
目
に
つ
き
て

	

美
波
会�
油
谷
　
敬
一

	

名
月
を
な
が
め
て
生
き
る
幸
せ
を

	

駒
場
寿
会�

太
田
　
　
行

外
出
に
マ
ス
ク
ど
こ
か
な
又
さ
が
し
も
の

	

美
原
会�

印
南
　
治
恵

	

の
き
下
に
ヒ
イ
ラ
ギ
イ
ワ
シ
立
春
だ
ー

	

楽
老
会�

阿
部
　
光
子

佐
太
郎
の
桜
の
詩
や
花
の
橋

	

桜
寿
会�

青
山
登
美
子

あ
こ
が
れ
て
ラ
メ
入
り
の
糸
手
に
せ
し
も

　
か
ぎ
針
編
み
は
う
ま
く
す
す
ま
ず

	

雀
の
宮
会�

金
杉
恵
美
子

散
歩
み
ち
朝
日
に
映
え
て
咲
く
花
に

　
思
わ
ず
口
ず
さ
む
さ
ざ
ん
か
の
花

	

目
黒
福
寿
会�

石
山
　
澄
子

末
永
き
幸
わ
せ
願
う
と
夫
当
て
の

　
母
の
手
紙
あ
り
有
難
き
か
な

	

清
水
不
老
会�

金
丸
　
光
子

団
楽
の
家
に
立
ち
寄
る
福
の
神

	

明
楽
会�

伊
藤
　
和
夫

目
を
こ
す
り
朝
靄
の
な
か
太
極
拳

	

ば
ら
の
会�

ば
ら
の
輔

増
え
る
も
の
シ
ワ
と
白
髪
と
体
脂
肪

	

南
む
つ
み
会�

清
水
　
　
節

短　

歌

川　

柳

文　

芸
俳　

句

文　芸
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スポンサーへの御礼
本紙の広告掲載にご協力をいただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。
今後ともよりいっそうのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

〇�

今
号
は
活
動
が
制
限

さ
れ
る
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
で
会
を
盛

り
上
げ
た
ク
ラ
ブ
を

特
集
と
し
て
紹
介
し

ま
し
た
。

〇
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
減
少
し
て
い
る
な

か
、
見
事
10
名
以
上

会
員
増
強
を
達
成
し
た
４
ク

ラ
ブ
を
紹
介
。
そ
の
秘
訣
を

記
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇�

昨
年
の
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
表
彰
さ
れ
た
３
ク
ラ

ブ
を
紹
介
。
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

〇�

い
ま
！　

ボ
ッ
チ
ャ
が
熱

い
！　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

挑
戦
し
て
い
る
７
ク
ラ
ブ
を

紹
介
。
区
老
連
も
推
奨
し
て

い
ま
す
。

〇�

特
別
寄
稿
と
し
て
前
厚
生
中

央
病
院
院
長
・
櫻
井
先
生
の

寄
稿
を
掲
載
。

〇�
今
号
よ
り
区
内
の
名
所
め
ぐ

り
「
歴
史
探
訪
」
を
掲
載
。

編 集 後 記編
集
委
員

　
　

山
﨑　

正
勝

　
　

山
口　

武
志

　
　

宮
田　

和
子

　
　

久
保
ミ
ヨ
子

　
　

印
南　
　

勝

　
　

宇
田
川
竜
介

目黒区役所　高齢福祉課 いきがい支援係
03-5722-9837

お問い合わせお問い合わせ

運動会目黒区老人クラブ連合会では、目黒区老人クラブ連合会では、
スポーツや趣味などスポーツや趣味など
楽しく活動しています。楽しく活動しています。
おおむね60歳以上の目黒区在住者ならおおむね60歳以上の目黒区在住者なら
だれでも入会できます。だれでも入会できます。
ぜひお気軽にお問い合わせください。ぜひお気軽にお問い合わせください。

芸能発表会

作品展

会員募集中!あなた
も

あなた
も地域の仲間地域の仲間とと元気に！元気に！

第125号 16目黒区老人クラブ連合会　竹の子目黒区老人クラブ連合会　竹の子

私たちは目黒区老人クラブ連合会を応援しています


